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1-2 広告とマーケティング

スマートフォンを起点にした情報接触

中村 義哉 ●ニールセン株式会社 エグゼクティブアナリスト

スマートフォンは中高年層へも普及し始め、消費者の情報接触行動に
大きな変化をもたらしている。企業は、顧客がどのようにデバイスを使
い分け、情報を取得し利用しているかを理解することがさらに重要と
なる。

■約4300万人がほぼ毎日スマートフォ
ンからネットを利用
　2015年7月から9月の3か月間で、家庭のPC、
スマートフォン、タブレット、従来型携帯電話
（フィーチャーフォン）のいずれかを使って、「ほ
ぼ毎日」インターネットを利用していたユーザー
は、国内の16才以上の人口の59％にあたる6321
万人となった。デバイスの内訳では、家庭のPC
からの利用者が2747万人、スマートフォンから
の利用者が4 307万人となり、スマートフォンは
PCの1.6倍となった。
　年代別に各デバイスからのインターネット利
用状況を見ると、10代から40代まではすでにス
マートフォンが家庭のPCの利用割合を超えてお
り、特に10代では34ポイント差と他の年代と比
較すると突出してその利用割合が高くなってい
た。40代以下の世代ではスマートフォンを中心

にインターネットが利用されている状況が見え
る。その一方で、50代ではPCが、60代以上では
PCに加え従来型携帯電話の利用割合がスマート
フォンよりも高い結果となった（資料1-2-3）。

■スマートフォンの普及は次のステージ
へ
　2014年7～9月と2015年7～9月の平均利用者
数を比較すると、スマートフォンから月1回以上
インターネットを利用する人は17％増加し5080
万人となった。年代別に見ると、特に50代以上
の中高年層で41％増と大きく伸びていることが
わかる。前述のとおり中高年層ではいまだPCや
従来型携帯電話の利用率が高いものの、スマート
フォンは中高年層へも普及し始めている状況が見
えてきた（資料1-2-4）。
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資料1-2-3　年代別、デバイス別のインターネット利用者割合（月1回以上利用する人、2015年7月～9月平均）

出典：Nielsen Basic Report

資料1-2-4　スマートフォンの利用者数　（2014年7～9月と2015年7～9月とを比較）

出典：Nielsen Mobile NetView「アプリおよびブラウザーからの利用」

■スマートフォンはアプリの利用が中
心。サービスによってはブラウザーも重
要
　スマートフォンからの 1人あたり 1日のイン

ターネット利用時間を見ると、2015年7～9月の
平均で1時間49分となっていた。内訳はアプリ
からの利用が1時間28分、ブラウザーからの利用
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は23分となっており、そのシェアはアプリ78％、
ブラウザー22％と、スマートフォンはアプリか
らの利用が中心となっていることがわかる。
　利用されているアプリの詳細では、1位は
「LINE」で総利用時間の約 10％を占めていた。
全体では、10位以内にニールセンが分類してい
る「コミュニケーション」、「ソーシャルネット
ワーク」カテゴリーに属するアプリが5個ランク
インしている。11位以降も加えると、これらの
コミュニケーション系のアプリで消費されていた
時間は、スマートフォンアプリ利用時間の約35
％％を占めていた（資料1-2-5）。
　スマートフォンアプリを通してさまざまなサー

ビスが利用されているが、カテゴリーによっては
ブラウザーの利用が中心のサービスも存在してい
る。たとえば、飲食店の情報や評判を調べること
ができる「ぐるなび」や「食べログ」などに代表
されるグルメ系サービスは、ブラウザーから利用
するユーザーの割合が高く、ブラウザーのみで利
用しているユーザーが約80％を占めている。こ
れは、企業がスマートフォンへの対応を考えると
き、安易にアプリの提供を前提としてマーケティ
ングプランを立てるのではなく、まず自社の顧客
がどのようにスマートフォンを利用しているのか
を把握することが重要であることを示しているの
ではないだろうか。

資料1-2-5　アプリの総利用時間シェアランキング（上位10、2015年9月）

出典：Nielsen Mobile NetView「アプリからの利用」

■デバイスを賢く使い分ける消費者
　スマートフォンの高性能化、大画面化により仕
事以外でPCを利用する機会が減っていることは
疑いのない事実であるが、PCはその役割を終え
てしまったのであろうか。
　PCの利用目的を見ると、1位「必要な知識・情

報を得るため」、2位「新しい知識・情報や面白い
情報を得るため」というように情報の取得が上位
で、3位「商品やサービスを購入するため」、4位
「買い物に関する情報を得るため」とショッピン
グに関連した利用が続き、5位は「動画や映像、
音楽、ゲームなどのエンターテインメントを楽
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しむため」となっている。これをスマートフォン
の利用目的と比較すると、スマートフォンでは家
族や友人とのコミュニケーション、移動の際のナ
ビゲーション、空いた時間を埋める、そして、写
真や動画を撮影する、などのために利用されてお
り、それぞれのデバイスの利用目的が異なってい
ることがわかる（資料1-2-6）。
　注目すべき点はPCがショッピング関連で利用
される割合が高いことである。オンラインショッ
ピングにおけるPCとスマートフォンの利用状況
を見ると、閲覧、購入ともに最も利用されるのは
PCで60％弱のユーザーから利用されており、ス
マートフォンは全体では35％となっていた。ま
た、利用時間のシェアを見てもショッピングカテ

ゴリーではPCからの利用時間が長くなっていた。
　ただし、年代別に購入の際に利用するデバイス
をみると、若年層ではスマートフォンの利用比率
が高く、逆に50代以上では80％以上がPCで買い
物をするという結果となっていた（資料1-2-7）。
　ショッピングにおいても若年層ではすでにス
マートフォンからの利用が主流になっている事実
はあるが、腰を据えてじっくりと何かをしようと
するとPCが、思いたったときにすぐその場で行
動しようとするとスマートフォンが選ばれる、と
いう傾向が見られる。つまり、消費者は自分のス
タイルに合わせ、デバイスを最適に使い分けてい
ると言える。

資料1-2-6　各デバイスの利用目的（上位5）

出典：Nielsen Digital Consumer Database 2015
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資料1-2-7　オンラインショッピングで購入する際に利用するデバイス（年代別）

出典：Nielsen Digital Consumer Database 2015

■躍進の年となった Instagram
　利用の中心がスマートフォンにシフトして久
しいソーシャルメディアは、現在スマートフォン
からのインターネット利用者の93％（2015年9
月現在）が利用する規模となっている。具体的な
サービスでは、Facebookの月間利用者数が3705
万人となり、スマートフォン利用者の72％が利用
していた。次いでTwitterの3194万人（利用率62

％）、3番目には Instagramの1095万人（利用率
21％）が入った（資料1-2-8）。特にInstagramは
過去1年間で利用者数が2.2倍に増加しており躍
進の年となった。利用者数上位3サービスの男女
別の利用状況を見ると、各サービスとも女性の利
用率が男性の利用率よりも高く、特に Instagram
では13ポイントの差があり、女性を中心に利用
が広がっていることがわかる（資料1-2-9）。
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資料1-2-8　主要SNSの利用者数（2015年9月）

出典：Nielsen Mobile NetView「アプリおよびブラウザからの利用」

資料1-2-9　主要SNSの男女別利用率（2015年9月）

出典：Nielsen Mobile NetView「アプリおよびブラウザからの利用」

■活性化する動画市場
　 2015年は、Netflixの日本参入により、定額
制の動画ストリーミングサービス（SVOD :

Subscription based Video On Demand）市場が
日本でどの程度拡大するのか、その動向に大き
な注目が集まった年となった。2015年3月の米
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ニールセンの発表では、2014年の第4四半期（10
～12月期）時点で、SVODは米国内のテレビを保
有する世帯の40％に普及しており、複数のサー
ビスを契約している世帯も13％程度存在する。
　では、米国と日本について動画市場全般の利
用動向を比較してみたい。ニールセンが独自に分
類する「ビデオと映画」カテゴリーにおいて、各
デバイスからの利用率を見ると、日本と米国とも
に、PCは約55％、スマートフォンは約80％と、
デバイスごとでは大きな差は見られない。また、
1人あたりの月間利用時間では、PCにおいて米
国が日本よりも1時間程度長くなっているが、ス
マートフォンでは大きな差はなかった。
　次に、利用者数のランキングを見ると、日米と
もにPCもスマートフォンもYouTubeが1位とな

り、2位と比較して2倍以上の差があることがわ
かる。1人あたりの利用時間の上位サービスでも
YouTubeの利用時間が長くなっているが、日本の
PCではニコニコ動画が1位となり、米国ではPC、
スマートフォンともにNetflixやHuluの視聴が根
付いているという特徴が見られた（資料1-2-10）。
　ニールセンの別の調査では日本におけるSVOD
の利用率はまだ低く8％となっており、視聴に最
も利用されているスクリーンはPCであった。ま
た他の動画サービスと比べ、セットトップボッ
クスからの利用が多いことも特徴となっている。
地上波で流れている多くのコンテンツは無料で
見られるという意識が定着している日本で今後、
SVODがどこまで利用者を獲得できるのか注目し
ていく必要があるだろう。

資料1-2-10　日本と米国の「ビデオと映画」カテゴリーの利用状況（PCとスマートフォンとを比較、2015年8月）

出典　 PC：Nielsen NetView「家庭および職場の PCからの利用」、スマートフォン：Nielsen Mobile NetView「アプリおよびブラウザからの利用」

■デバイスやメディアが分散している現
在に必要な視点
　今やスマートフォンから「ほぼ毎日」インター
ネットを利用する人の数はPCを超える規模とな
り、スマートフォンを起点としたインターネット
利用があたりまえの状況にある。また、消費者が

複数デバイスを状況に応じて賢く使い分けている
状況も見えてきた。つまり、企業にとってはター
ゲットとする消費者に最適にリーチするための手
段が分散化していると言えるだろう。
　また、消費者はスマートフォンから流れてくる
大量の情報に日々接している。たとえば、SNSや
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メッセージングサービスから流れてくる友人の
情報を常にチェックし、動画をはじめとするエン
ターテインメントを楽しみ、アプリからは無数の
プッシュ通知を受信している。これは企業にとっ
て、自分たちが伝えたいメッセージが消費者の目
にとまるために多くのハードルが存在しているこ
とを意味する。
　企業はこの状況に合わせコミュニケーションの
手段を変化させる必要があるが、単純に新しい広
告の形態や、流行りのメディア／デバイスに対応
するのではなく、改めて自社の顧客がどのような

層の人なのか、そしてどのように情報を取得して
いるのか把握し、その結果をもとにコミュニケー
ションを設計していく必要があるだろう。必要な
のは消費者中心で考える「Consumer Focus」の
視点である。

■PCでの利用状況
　なお、本稿の最後にPCでの利用状況を掲載し
ておく（資料1-2-11～資料1-2-18）。PCは利用者
数が全体的に減少していることもあり、例年と比
べてもさほど変化はないが、参考としてほしい。

資料1-2-11　ペアレントによる利用率ランキングの推移（2005年3月～2015年3月、家庭のPCからのアクセス、
数字は割合（％））

出典：Nielsen NetView
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資料1-2-12　PCカテゴリー別有力サイトの訪問者数：総合ポータル／映像・音楽／政府・官公庁／ ISP（2015年9
月、家庭と職場からのアクセス）

出典：Nielsen NetView

資料1-2-13　PCカテゴリー別有力サイトの訪問者数：テレビ局／ニュース／情報・コミュニティー／新聞・通信社
（2015年9月、家庭と職場からのアクセス）

出典：Nielsen NetView
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資料1-2-14　PCカテゴリー別有力サイトの訪問者数：飲料・ビール／ショッピング／スポーツ・エンタメ／美容・
日用品（2015年9月、家庭と職場からのアクセス）

出典：Nielsen NetView

資料1-2-15　PCカテゴリー別有力サイトの訪問者数：グルメ・クーポン／ソーシャルネットワーク／ゲーム／通販
（2015年9月、家庭と職場からのアクセス）

出典：Nielsen NetView
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資料1-2-16　PCカテゴリー別有力サイトの訪問者数：コンピューター／教育・キャリア／旅行・宿泊予約／ソフト
ウェア（2015年9月、家庭と職場からのアクセス）

出典：Nielsen NetView

資料1-2-17　PCカテゴリー別有力サイトの訪問者数：銀行／自動車メーカー／家電・AV／カード会社（2015年9
月、家庭と職場からのアクセス）

出典：Nielsen NetView
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資料1-2-18　PCカテゴリー別有力サイトの訪問者数：交通機関／食品・料理（2015年9月、家庭と職場からのア
クセス）

出典：Nielsen NetView
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